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Ｎｅｗｓ Ｒｅｌｅａｓｅ 

農業イベント「こども農学校」で初の「弁当の日」 

７月１０日（土）に児童６０人が自慢の弁当持ち寄り味わう 

【お問い合わせ先】 ＪＡ愛知東 総合企画部 企画管理課 （広報担当：河口） 

TEL ： ０５３６－２２－００１４   FAX ： ０５３６－２４－１５８５ 

携帯 ： ０９０－８５６１－８８４３  E-mail ： janbo@infonia.ne.jp 

こども農学校ブログ ： http://ah-kodomo-nou.cocolog-nifty.com/（「こども農学校」で検索） 

こども農学校とは・・・ 

ＪＡ愛知東管内の小学３～６年生を対象とする通年型の農業体験イベント（４～１２月・

年１０回）。平成１７年度から開校し、今年で１７年目。令和３年度は管内１０校の小学校

から児童６０名が参加し、４月は野菜の植えつけ、５月は田植えを行いました。イベントで

は、米や野菜（サトイモ、ニンジンなど）の植えつけや収穫、カレー作りなどの調理体験を

通じて、農業や食べることの楽しさ、大切さを学びます。 

【第５回】「こども農学校」 

●日 時 ７月１０日（土） 

  ９：３０ 朝の会（ＪＡ愛知東本店） 

  ９：４０ ヒマワリの種まき 

 １０：００ ジャガイモの収穫（ＪＡ愛知東本店 隣り） 

 １１：００ ポテトチップス作り（同店３階ホール） 

 １２：００ 弁当の日＜児童と弁当の写真撮影・昼食＞ 

 １３：３０ 解散 

●場 所 ＪＡ愛知東本店（新城市平井字中田６－１） 
 
※雨天時はジャガイモの収穫をＤＶＤ鑑賞（愛知の農業）に変更します。 

昼食の後は、弁当作りや授業

の感想を「思い出ノート」に

書きとめます 

※コロナ禍で黙食となります 

ＪＡ愛知東（新城市／海野文貴組合長）「こども農学校」は７月１０日（土）、食への感謝の

気持ちを育むため、子どもが作る「弁当の日」を初めて導入し、実施します。 

使用する食材や何を作るかは自由で、出来具合などは評価せず、大人は見守ることをルール

と定め、当日は参加するＪＡ職員らも手作りの弁当を持参します。 

ＪＡ本店隣の農園では４月の開校式で植えつけたジャガイモを収穫。自慢の弁当は、班ごと

に分かれて調理するポテトチップスと一緒に昼食として味わいます。 

※取材の際は必ず、事前に上記までご連絡ください。 

※この情報は、JAグループあいち記者会、新城市政記者クラブにおいてプレスリリースしています。 

 

「弁当の日」とは・・・ 

２００１年に香川県の小学校で始まった「子どもが自分でお弁当を作って学校に持っていく」とい

う取り組みで、買い出しや調理を通じて、感謝の心を知り、生きる力を身につけようというものです。

２０２０年３月末現在、「弁当の日」実施校は全国で約２０００校とされています。 

 


